
 

 

福祉作業所豊住園工賃向上計画（令和３年～令和５年） 

 

１．事業所の概要 

法 人 名 社会福祉法人 

瑞穂市社会福祉協議会 

法人代表者名 
会長 

野田 寧宏 

事 業所 名 福祉作業所豊住園 施 設 長 名 
施設長 武藤 由美 

 

サービス種類等 

（該当にチェック） 

□就労継続支援A型事業所 

✓就労継続支援Ｂ型事業所 

□生活介護事業所 

□地域活動支援センター 

 

 

 

 

 

住 所 

 

 

 

 

 

【事業所】 

・〒501  -0236 

瑞穂市本田85－1 

・TEL：058-327-9947         ・FAX： 058-260-8673 

・E-mail：toyozumi@mizuho-shakyo.org 

・担当者名：施設長 武藤 由美 

 

【法人本部】 

・〒501-0222      瑞穂市別府1283番地 

・TEL： 058-327-8610         ・FAX： 058-327-5323 

・E-mail：info@mizuho-shakyo.org 

・担当者名：事務局長 児玉 太 

定 員 数 

（令和３年４月） 
   10     名 

現 員 数 

（令和３年４月） 
   8       名 

 

 

施設の特徴 

 

       

福祉作業所豊住園は、自然豊かな豊住川に隣接した施設です。 

「地域と共に生き、共に歩む」をテーマにして、地域の方々のご協力を得ながら 

地域交流会「あいあい広場」を毎年開催しています。昨年度は、新型コロナウイルス

感染症の感染・拡大のため、やむを得ず中止しましたが、毎年定番のイベントとし

て、地域の方々に親しまれています。 

瑞穂市のマスコットキャラクターをモチーフにした可愛い「かきりんクッキー」や清流ミ

ナモを形にした「ミナモクッキー」が人気商品です。 

 

 

 

 

 

主要作業の内容 

 

（自主製品の場合、具体的な品目まで記載） 

自主製品（焼き菓子等）の製造、販売。 

 □ ほぁマドレーヌ     □ さと豆              □ マヨマヨクッキー 

 □ ブタマドレーヌ     □ フロランタン           □ なかよしクッキー 

 □ ハニーカステラ     □ カリカリ娘            □ ごませんべい 

 □ 黒ブタマドレーヌ    □ かきりんクッキー       □ ハートクッキー 

 □ 抹茶カステラ      □ 大人のやみつきクッキー  □ げんこつ飴 

 □ ジンジャークッキー  □ 豊住川せんべい        □ 大福もち 

 □ 赤飯           □ 炊込みご飯          □ シフォンケーキ  



 

 

□ 柿パイ     □ 小倉パイ □ ミナモクッキー 

 



 

 

２．工賃の現状と向上目標 

（１）工賃の支払方法 

利用者への支払方法 □月額    ☑時間額    □その他（              ） 

支払額の積算方法 ○支給額の考え方、区分方法： 

１ 月給（21日支給）→月末締めの次月払い 

工賃と製品販売利益から材料費及び光熱費等、並びに賞与を引いて算出 

ることを基本とする。 

 収益（工賃＋製品販売利益）から材料費及び光熱費等、並びに３０％（賞与

分）を引いた分を利用者の勤務時間合計で割り、１時間の賃金を算出し、

個々の勤務時間を掛けて、１ヶ月の工賃を算出する。 

 ３０分未満は切り捨てとする。 

 １時間の賃金（時給）の小数点以下は切り上げる。工賃と製品販売利益より

賞与を差し引いた分から、全員の支給額を差し引いた残りを賞与に上乗せ

する。 

 支給額に１０円未満の端数がある場合は、その端数は切り捨てる。   

 

２ 材料費及び光熱費等について 

 材料費及び光熱費等として引いた分から、実際の材料費と製造にかかった

光熱費等を引いた分を賞与に上乗せする。 

 材料費及び光熱費等として引いた分より、実際にかかった材料費と製造に

かかった光熱費が高かった場合、収益の３０％（賞与分）より支払う。 

○ボーナス等一時金の有無及び積算方法： 

１ 賞与 

・ 賞与は８月２２日、１２月２２日の２回とする。 

・ 上記の算定方法を基に、月工賃の留保分（30％）と実材料費及び光熱費の

差額分を利用者の半期勤務時間合計で割り、１時間の賃金を算出し、個々の

勤務時間を掛けて、賞与を算出する。 

 

２ 調整工賃 

 ・ 4月 1日から翌年 3月 31日の間において、支払いが必要な工賃の額に残 

余がある場合に支払う。 

 ・ 残余額に対して、利用者の年間勤務時間合計で割り、１時間の賃金を算出 

し、個々の勤務時間を掛けて、調整工賃を算出する。 

 ・ 勤勉手当を支給する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２）工賃の支給実績と向上目標 

目標工賃の区分 ☑月額    □時間額   

※目標とする工賃は、月額により算出する方法を基本とするが、時間額により算出した工賃を目標とすることも可能。 

 

 令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（目標） 

令和４年度 

（目標） 

平成５年度 

（目標） 

年 間 売 上 高（円） ２，９５１，６１８円 ３，０１０，６５０円 ３，０７０，８６３円 ３，１３２，２８０円 

工 賃 支 払 総 額 （円）  

              【A】 
２，３２９，９３０円 ２，３７６，５２９円 ２，４２４，０６０円 ２，４７２，５４１円 

工賃支払対象延べ人数※ 

【B】 
８２人 ８４人 ８４人 ８４人 

平  均  工  賃  (円) 

           【A／B】 
２８，４１４円 ２８，２９２円 ２８，８５８円 ２９，４３５円 

 

※目標工賃を「月額」とする場合 

対象年度の各月の工賃支払対象者の総数を記載する。 

（例：50人定員で、工賃支払対象者が、4月45人、5月50人、6月48人、7月50人、8月50人、9月50人、10月49人、11月50

人、12月45人、1月47人、2月50人、3月50人の場合は、45+50+48+50+50+50+49+50+45+47+50+50＝584人となる。） 

 

※目標工賃を「時間額」とする場合 

対象年度の各日の各時間の工賃支払対象者の延べ人数を算出し、全ての日の延べ人数の合計を記載する。 

（例：50人定員で、ある1日の工賃支払対象者延べ人数が225人、次の日は230人・・・年間245日開所の全ての日を合

計すると55,125人となる。） 

 

 

 

 

３．工賃向上への取組方針 

これまでの目標工賃の 

達 成 状 況 に対 する 

評 価 ・ 課 題 ・ 分 析 

（これまでの取組・工夫・強み） 

・ 地域イベントでの販売 

・ セルプ支援センターからの斡旋 

・ 市役所、学校関係の販売 

 ミナモの金型を製作し、新商品を製造 

（課題の分析） 

・ 販路の拡大 

・ 定番商品の充実 



 

 

取  組  方  針 

・ 地元の特産物を使用した新商品を開発し、ふるさと郵便で売上の拡大を 

図る。 

・ 新商品を開発し、道の駅でお土産として販売 

 注文販売、委託販売の拡大 

 

 

各年度に 

取り組む

具体的な 

方 策 

令和３年度 

・ ふるさと郵便の積極的なアプローチ 

 委託販売の売上げの安定 

 イベント（ハロウィン、バレンタインセット）の新商品の取り組み 

令和４年度 

・ 地元企業への営業を行い、販路拡大を積極的に行う。 

 パンフレットの見直し 

令和５年度 

・ 地元の特産物を生かし、ミナモクッキーとコラボして、道の駅で販売。 

 



 

 

４．主要作業の現状と今後の取組 

作業の区分 （下請・内職、自主製品、その他） 

具体的作業名 お菓子の製造（クッキー、マドレーヌ、炊き込みご飯等） 

作業内容、特徴 

(作業内容) 

お菓子を製造し販売。市役所等への販売、注文販売の包装。季節ものとしてハロウィ

ン、バレンタインセットやお年賀セットを製造し、注文販売している。 

  

(特徴) 

コロナ禍にになり、販売する機会が少なくなり、注文販売、委託販売に一部切り替えた

が、 

利用者の衛生面や就労意欲は、継続的にあり、「働く」という意識はしっかりある。 

休憩中には、楽しく談笑している姿もあり、けじめが確立している。 

年間売上額 2，951，618円 従事する利用者人数 8人 

現状分析 

・ 

課  題 

（これまでの取組・工夫・強み） 

・ 市役所、各種イベント、敬老会、自治会等からの注文販売 

・ 保育所のおやつ 

（課題の分析） 

販路拡大が必要。 

 

課題を踏まえた 

目 標 ・ 方 針 

（課題を踏まえて令和５年度までに目指す姿） 

・ 一般企業の販路の拡大。 

・ 道の駅進出。 

 

目標達成に 

向けた方針・ 

具体的取組 

（令和３年度到達目標） 

委託販売の売り上げ向上と安定 

（方針・具体的な取組） 

ポップの見直し 

コンサルタント事業の指導を受ける 

（令和４年度到達目標） 

パンフレットの見直し 

（方針・具体的な取組） 

コンサルタント事業の指導を受ける 

（令和５年度到達目標） 

道の駅進出 

（方針・具体的な取組） 

お土産商品の開発 

 

※主要作業について、表を増やして記載 

 

【関係資料】 

 ・施設のパンフレット・自主製品の紹介資料 

・工賃向上計画の内容を説明する補足資料（収支決算書等、必要に応じて添付） 

 



 

 

 

作業の区分 （下請・内職、自主製品、その他） 

具体的作業名 ペットボトル破砕業務 

作業内容、特徴 

(作業内容) 

 市よりペットボトル破砕機を借り受け、ペットボトルのリサイクル業務を請け負ってい

る。 

 ①キャップ外し ②ペットボトル破砕機への投入 ③ 回収 

(特徴) 

 ・ 行政からの委託業務であるため、安定して入荷できる。 

 ・ 搬入者の方や業者の方々とのコミュニケーションができる。 

 

年間売上額 725，566円 従事する利用者人数 8人 

現状分析・課

題 

（これまでの取組・工夫・強み） 

・ 外での作業であるため、厳しい環境の中で行うことが予想される。 

・ みなさんの励ましの言葉がある。 

（課題の分析） 

厳しい環境の中で行っているので、環境整備をして効率アップを図る。 

 

課題を踏まえ

た目標・方針 

（課題を踏まえて令和 5年度までに目指す姿） 

行政を通じて、施設外実習の受け入れの実現。 

 

 

目標を達成す

るための方

針・具体的な

取組 

（令和３年度到達目標） 

利用者の特性に合った作業区分。 

（方針・具体的な取組） 

キャップ取り、仕分け投入、回収の分担作業。 

 

（令和 4年度到達目標） 

利用者の区分に合った作業区分の確立。 

（方針・具体的な取組） 

キャップ取り、仕分け投入、回収の分担作業。 

 

令和 5年度到達目標） 

施設外実習 

（方針・具体的な取組） 

施設外実習の受け入れ先として、行政に働きかける。 

 

※主要作業について、表を増やして記載 

 

【関係資料】 

 ・施設のパンフレット・自主製品の紹介資料 

・工賃向上計画の内容を説明する補足資料（収支決算書等、必要に応じて添付） 



 

 

 


